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稔

戦跡は語る

　終戦から６６年が経過しました。
西持留の四季の森にひっそりと残る
無骨なコンクリートの塊は、戦時中
に建設されたトーチカ（砲台）です。
　その存在が、かつてここが戦場で
あったことを物語っています。

人権啓発シリーズ⑱
    あなたの当たり前が、誰かを傷つけているかも。
～高齢者の人権について考えるための『気付き』のヒント～

■病院などで、高齢者を子ども扱いするのは仕方ない。

■親しい高齢者に対して、『もう年なんだから』とつい言ってしまう。

■○○さんではなく、つい『おじいちゃん』『おばあちゃん』と言ってしまう。

■ケガをされては困るので、家事はさせないほうがいい。

■高齢者の虐待は、よその家庭の問題だ。

　みんな、必ず年をとります。たとえ身体が思うように動かなくなっても、
子ども扱いはプライドを傷つけています。
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